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1 ．はじめに

筑波大学と  三 菱総合研究所は、2002 年度から 5 ヶ年

計画 で 「帰 宅困難 者 の 行 動 とそ の 対策 に 関す る調査 研究

（文部科学省委託研究）」 を共同 実施 して い る．こ の 研究

は、文 部 科 学省 新 世 紀 重 点 研 究創 生 プ ラ ン の
一

つ で あ る

「大都市大震災軽減化特別プロ ジ ェ ク ト亅 の
一
環 として

位置付けられて お り、大都市大震災時 の 交通機関全面運

休時の 都心部の 勤務者や
一

時的滞在者 の 円滑な帰宅の た

め の 対策 を提案 す る こ と を 目指 して い る。
　大都市大震災時の 交通 機関 全面 運 休時 の 帰宅困難者の

動態 に関 して は、こ れ ま で に も都心滞在者を対象 として

様々 な調 査が行 われ て き た
1）− s）．しか し、そ れ ら調査 の

多 くは被験者に 仮想的な震災状況下で の 行動を予想 させ

る 「想定質 剛 の 形 式 で あ るた め、調 査 へ の 回答 内容 と

実際の 震災時 の 行動とが 乖離 して い る お そ れもある。
　と ころ で、2003年 5 月 26 日午 後 6 時 24分 頃 に宮城 県

沖で 発生 した地震 （以下 「三 陸甫地震」 と言う｝で は、仙

台市内 にお い て JR 全線が 運 転見合わ せ とな っ た。この

事 例 で は．地霞発生が 平 日夕刻 だ っ た 上、JR 各線の 運

行停止が 2〜5 時 間 に 及 ん だこ とか ら、大都市 にお ける

震災 時 の 通 勤 ・通学者 の 帰宅行動 を実例 と して 捉え る こ

とが 可能で ある。
　そ こで 、筆者らは JR 仙台駅利用客を対象と して、三

陸南地 震後 の 帰宅行 動等に関 す る 調査 を 実施 した。本 稿

で は、この 調査 の 概要と速報的な結果を示 す。

2．三 陸南地震 の被害状況

三 陸南地震 は 2003年 5 月 26 日午後 6 時 24分 に発 生

し、震 央 は宮 城 県 気仙沼市の 南東沖約 20  、震源 の 深

さ 71  1、マ グニ チ ュ
ードは 7．0 で あ っ た。岩手県南部、

宮城 県北部で 震度 6 弱、仙台市内で は一
部地域で震度 5

弱な ど、各地で強 い 揺れ を 観測 した。

　人的被害 に闌 して は、幸 い に も死 者は無か っ たが．重

傷者が宮城 ・岩手両県合わ せ て 20 人、軽傷者は 同 135
人で あっ た。
　物的被害に 関 して は，岩手県 内で 2棟 の 住宅が 全壊 し

た ほ か、宮城 ・岩 手 両県 のそ れ ぞれ で 1，000 棟以上の住

宅 が 半壊ま た は一
部損壊の 被害 を被っ た。ま た、宮 城県

内で は学校などの 公共施設 99 棟 に破損被害が 生 じた。
さ らに、両 県 で 4 件 の 火 災や 土 砂崩れ な どの 被害 も発 生

した q。
　災害時の 通話集中に よる 電話回 線の輻輳を防ぐため、
NIT 東 日本宮城支 店 は地 震 と同時 に 自動的に 宮城県内で

の着信の 6割 を規制 した。また 、MT ドコ モ東 北 は午後

6時 35分に東 北地 方か ら の 発信 の 87．5％、全国か ら東北

地方へ の 着信の 75％ を規制 した
7〕。

3 ．平常時の仙台市及びJft仙台駅の交通特性

（1）JR仙台駅 の特性

　表 1 に示すよ うに、仙台市に は周辺の 市町村 をは じめ

と し て県外か ら も多数 の 通 勤 ・通 学 者が い る。
　中で も．JR 仙台駅 に は 東北噺幹線、在来線で は東北

本線、仙石 線、常磐線、仙山線の 4 路線が 乗り入れて お

りd 日平均 の 利用者数 は 76
，
649 人 （2001 年）で あ る

9｝。
さ らに、市営地下鉄が 連絡して い る ほ か，市営バ スや 民

間 の バ ス会社 で も JR 仙台駅 を始発 ・終着 に して い る 路

線が 多数あり．JR 仙台駅は 仙台都市圏 の 中心的な駅で

あ る とい える．
（2）通常時平日タ刻の 仙台市に おける交通状況

　表 2は 仙台都市圏 の パ ーソ ン トリ ッ プ調 査
1ny

か らの 抜

粋で あ る。仙台都市圏で は、地 震 が 発 生 した午後 6 時
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24 分前後は婦宅 を 目的 と した トリ ッ プが最も多 い 時間

帯で ある こ とがわ か る。

4 ．地震当 日のJR仙台駅及び他の 交通機関 の 状況

（1）地震当日の公共 交濫機開の運行状況

　表 3 は当日の 交通機関の 動 きで あ る。当 日は JR 仙台

駅 に 発着する新幹線、在来縁ともに地震後
一

時運転 を見

合わ せ た。一方．市営地下鉄は地震発 生 の 10 分 後 に運

転 を再 開した。
（2）jR仙台支社の 対応

　2003年 6月 30 日 に 凪 仙台支社に対 し ヒア リン グ調 査

を 行 っ た。ヒア リン グ結果 に基づ い た 三 陸南地震後 の

JR 仙台支社 の対応 につ いて以下に示 す．
・　 〈運行停止 につ い て） ：新幹線は震動を察知 して 自

　　動 で止 まる装置 があるため、地震発生 直後 に 自動 停

　　止 した。在来線 につ い て は震 動 を察 知 す る 装置 が 無

　　 い た め、仙台支社か らの 無線連絡 によ っ て
一

括停止

　　した。運行停止後は全線で 徒歩巡 回 に よ る点検を行

　　 っ た ため、再開 の見込みは立たなかっ た 。

・　 （運 転再 開の 情報に つ い て 〉 ：運転再開に つ い て の

　　情報は m 東北記者ク ラブに対し 30分間隔で公表さ

　　れ た。上紀の ように運行再開の め どが立た な い ため、

　　運 行再 開情 報 の 乗 客へ の 提供 は運 行再開の 10〜15

　　 分 前に 行われた。
● 〈代替輸 送 に つ い て〉 ：m 仙台支社 で はバ ス 会社

との 事前協定は無い ため、地震 ご と に JR 仙台 支社

側か ら協力を依頼する形をとっ て い る。しか し、今

回 は 全乗客を輸送するだけの バ ス の 確保が 不可能だ

っ た た め、乗客間の 不 公平をなくすため に代替バ ス

は手配 しなか っ た。なお，翌 日まで 運 行停止だ っ た

新幹線 に関 して は翌 日代替輸送を 行っ た。

　市営地 下鉄 に関 して は 事前 協 定 に よ り、JR 線 と

連絡して い る 北仙台〜長町間で振替切符を発行 し、

20時頃か ら振替輸送を行っ た．

表 t．仙台市へ の 通勤 ・通学状況
S，

常住地 通勤 ・通学者数
め覊

に

仙台 52田20　　　　　 91、4瓢
塩釜 1D689　　 　 　 　 訓 ．7黔
名取 14930　　　　　 40．4瓢

1493亞 42．賜
沼市 6812 29』覧

柴 田町 4195 18．5％
大河 原町 2030　 　　 　　 　1氏〔跳

互理 町 5185　 　 　 　 　 21．亅、
七 ヶ

3 4071　　　　　 34β瓢

利　 町 7438　 　 　 　 　 44．8覧
川 28巳3　　　　　　 7ρ覧

町 119193
計 11626652439

表 2．鯛査時闘帯の仙台市 に おける

　 目的種類別 トリッ プ数割合
IM

表 3．地 震後の 交通機関の 運行状況 喝・註 η

5 ．ヒア リング調査の概要

調 査 の 目的 ：三 陸南地震発 生後 の 帰宅行動 把 握

実施 日時 　 ：2003年 6 月 30 日 （月）〜7 月 2 日 （水）の 各

　　　　　　17〜 20時

調 査 対 象 地 ：JR 仙台駅の 仙石線下 り、仙山線 、 東北本

　　　　　　線上 り
・
下 り、常磐線、東北新幹線 下 りの

　　　　　　各 発車ホ
ー

ム

調査対象者 ：ホ
ームで 列車待ち の 乗客

調 査 人 員

調査方法

回答者 数

： 質問者 ・記入 者の 2 人 1 組 を 1チ
ー

ム とし、

合計 5チーム 10名

：質 問者 は 回答者 の 回答 に応 じて 順次、回 答

に対応 した 質問 を ロ頭 と、質問文 の 書か れ

た フ ァ イ ル を見て も らい 質問

： 373名

6 ．調査結果の概要

（1）回答者属性につ い て

・　性別 ： 男性 56％ 、女性 42％、不明 2％で あっ た。
・ 年齢 ： 10 代が 30％と最も多 く．以下 20 代が 23％ ．

　　30〜50代が そ れ ぞ れ 10％台 とな っ て い る 。
・ 職業 ：サ ラ リーマ ン が 52％ で 最 も多 く、次 い で 学

　　生 が 39％ とサ ラ リーマ ン と学 生が大多数 を 占め て

　　い る （図 1）。

・ JR線 の 利用頻度 ： JR 線を どの く らい の頻度で 利用

　　す るか とい う質問に対 し．全 回 答者中 82％が 週 日

　　は毎日利用 して い る との 回答 を得 た。
・ 路線ホーム 別内訳 ：今 回 の 調 査 に おける ヒア リン グ

　　場所ごとの回 答者数は 仙石線が 最 も多 く 135 人．次

　　い で 仙山線が 95 人 と、そ の 2 路線の ホーム が特 に

　　回 答者 が 多か っ た （表 4）。

　回答者属性 につ い て は、仙台都市圏パ
ー

ソ ン トリ ッ プ

調 査 の 結果 と照 らし合わせ る と、属性に大きな偏りはみ

られ な かっ た ． また 、 今回の 調 査 の 回 答者 の 多 くが 通

勤 ・通学者で あっ た。

（2）　ts震当日の 』R線停止の 影響 につ いて

　地震 に よ る JR 線 の 運行 停止 に 伴 う 帰宅 行 動 へ の影 響

の 有 無 を 聞 い たと こ ろ、影響 が あ っ た と答えた 人 は 373

人中 210 人 （56％）だっ た 。 影響が あ っ た 人 の行 動 の 内訳

は 「勤務地」　「学校亅　「買 い 物 」 などに よ り帰宅 開始前

の 人 と帰宅途中の 人が 約半数ず つ だ っ た （図 2）．

（3）地 震 当 日の 帰宅所要時間 つ い て

　影響が あ っ た と答えた人か ら帰宅 を や め た 人 （IR 線 乗

車前 13人、JR 線乗 車中 1人、計 14 人）を除い た回答者

の 帰宅に関 して は 、 普段に比 べ 地震当 日の 帰 宅 に 時 間 を

要 した 人が 多 くな っ て い た （図 3）。実際 に 表 5 に示すよ
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うに、帰宅 時間が 多 くか か っ た人 は全体の 82％（網かけ

部 ）に 上 り、地 震 当 日 と普段 の 帰宅 に 要する 時間の 平均

はそ れ ぞれ　151分 、 46分 と、地 震当 日の 帰宅 に要 した時

間は 普段の 3倍強 で あ っ た。
（の地 蟹後の 帰宅行動に関 して

　地震後 の 行動 に関 して 、地 震 当 日の 帰宅 に 影響 が あっ

た 人 210人 の う ち．JR 線乗車中だ っ た 人55人 を除 く155

人に 地震 に よる 隔宅開始時間の 変化を聞い た とこ ろ、変

化が 無 か っ た 人 が 最 も 多か っ た。しかし， 「早 く なっ

た 」 「遅 くな っ た亅 とい う人を合わせ る と変化が あっ た

人が約半数 に あたる78入にな っ た 。 また，当 日の 帰宅を

や め、ホ テ ル や 知 人宅 に宿泊 した人は13人（8％》い た（図

4〕。
　 また．図 4 の 質 問 の 回 答 者 155人 か ら、帰 宅 をや めた

人σR 線乗 車前 13 人）を 除き、実際に 帰宅行動を取っ た

回答者 142 人 に 「JR 線 で 帰 宅 しよ う と した かj を聞 い

た と こ ろ、142 人 中 72 人 が帰宅開始当初は JR線で 婦ろ

う とし．70 人がそ の 他 の 手段で 帰ろ うと して い た 。 こ

の 際、他 の 手段 で 帰 る決め 手 とな っ た情報につ い て 聞い

た と ころ、他 の 交通機関の 運行状況等で はなく 自己判断

で 他 の 交通手段 の 選択 を決定 した とい う人が 16 人 と最

も多か っ た。
（5）帰宅者 の情報把握状況 につ い て

　地 震 当 日の 帰宅に 影響が あ っ た 210 人の うち、JR 線

乗車中だ っ た 55 人 を除 く 155 人に 自宅へ の 安否確認が

で き た か と い う質問 に 対 し、 「確 認 で きた 人 」 「で きな

か っ た人」 が ほ ぼ同数で あっ た（図 5）。

　また、安否 確認 の 可 否 に関 わ らず、そ の 連絡手 段 に関

して 聞 い たとこ ろ、携帯電話が圧 倒的に多く、次い で公

衆電話 が 多か っ た。回答 者 の 中で 災害 用伝言 ダイ ヤル を

利用 した人はい なかっ た（図 6｝．
　婦宅開始前の 人 と帰宅途中で 駅に着い て い な い 人 130

人 を対象 と して、JR 線 の 運 行状況 に関する情報を把握

して い たか と い う質問を したと こ ろ．回答者の 55％ （72

人）が 耙 握 して い な か っ た。
（6）JR線 の代替交通手段 につ い て

　 「帰 宅 す る際 に地 震 に よ る影 響 を受 け た亅 と答 えた 回

答者 の 中で 、 自宅に 帰る こ と をやめた人は 14 人、自宅

に 帰 っ た 人が 196 人 だ っ た。自宅 に 帰 っ た 人 の うち JR

線の 再開 を待 っ て 皿 線で 自宅 に帰 っ た 人 は 54人，他 の

交 通 手 段 で 自宅 に帰 っ た 人 は 142人で あ っ た。
142 人 の う ち最 も 多か っ た 帰宅手段は 「家族 ・知人 の

車」 で 46 人、次 いで 「タ ク シー
」 と 「バ ス 亅が それ ぞ

れ 31 人だ っ た。また．そ の 他 と して 高校が独自判断で

手 配 した ス クール バ ス で 帰宅 した高校生 もい た 〔図 7）、

GM

表 5．地震当日と普段の 帰宅時問の差
注 2，

＃齢

職霞

影響あり

Nt210

影響なし

Nsls3

贋 20覧 鵬 eo5

図 1．回 答者の 属性〔職菊 調

50」　　　　　　 loα覧

階冨 373

0　　　　　　　 50　　　　　　　1CO　　　　　　 I50　　　　　　 200
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表 4．ヒア リング 場 所ごとの 回答者数 控a

ヒアリン グ場所 回答者 数 割合

東北本 線上り 3910 ．5、

粟北本線下り 4913 ．1曳
糟鋳線 184 β艶

仙 山線 962 鼠7鮎

仙石 線 135362 覧

新 幹線下り 256 」瓢

その 他 1o β瓢

不 明 102 「隅

総計 373100 、
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（2）地 震後の 帰宅行動

三 陸南地震 の 発生に よっ て 、約半数の 回答者につ い て ，

帰宅 開始時 刻 の 変 化 が見 られ た 。 ま た、JR 線の 運行停

止によ り帰宅を断念 した人 も い た。帰宅手段に 関して は．

他者か らの情報 に よらず ， 独自の判断で他の 交通手段 を

選択 した人が 目立っ た。

（3》帰宅者の情報把握
　地震時の 安否確認手 段に つ い て は電 話 に 強 く依存 して

おり、特に携帯電話へ の依存度が高い こ とが わか っ た。

しか し、前述の よ う に，当 日 は携帯電話、一般 加 入 電 話

に 通話規 制 が か か っ て い たた め ，自宅 へ の 安否確認がで

きな か っ た人が多か っ た。また ．地震後は公衆電話へ の

需要が高 くな る傾 向 が あ る と い え る 。

（4）地震 当日の JR線 の 代替交通手 段

　凪 線が運 行休止後 、 多 くの 人 が JR 線の 復旧 を待たず

に他 の 手段で 帰宅する傾向が見られた。交通手段 と して

は 「臼家用車」　「バ ス J　「タクシ
ー1 とい っ た 自動車 に

強く頼 る傾向が見られた 。 こ れ は今回 の 地 震で は道路交

通 へ の 影轡が ほ とん ど無か っ た た めと推測され る ．
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pa　7．地震当日の jR 綜の代替交通手段

7 ．まとめ

（1）地震当日の所要時 間

　 　 　 　 　 　 50

三陸 南 地震の 発生 当 日 は普段 JR 線を利用 して い る ほ

とん どの回 答者の 帰宅所要時間が通常 よ り増 大 して い た。

注釈

注 1）運転再麗時刻は
一

部 の 区間の み の 運転 再開 も含ん で お り、

　　全線が運 転再 駆 を 示 して い るわ けで は ない。

注 2｝表　4、表 5、図 L 図 3，図 4 に不 明 との 記述が ある。こ こ

　　で い う不 明 と は 、記入 事 項が不 詳で あっ た 場 合 や．回答

　　 すべ き質問 に回答 して い な い 場合 を さす。
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